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１２月２１日に「つながれひろがれちいきの輪 in TOKYO ふ
りかえりの会」を実施し、キャンペーン参加施設を中心に４３
名が参加しました。 
 
＜開催内容＞ 

西岡会長あいさつ 

（施設と小学校の交流活動の話） 

実施報告 

①「地域高齢者との食事会とミニコンサートの集い」栗原 隆寛さん（伊奈平苑）  

②「みんなで知ろう介護の日」柴 和代さん（多摩けやきの里） 

③「特養へ行こう！」山口 晃弘さん（千歳敬心苑） 

グループワーク 

①「各施設で今後すすめたいこと」 

②「キャンペーンについて気づいた点」 

まとめ 
 
 
 

山口さん（千歳敬心苑）の実施報告の様子。 

ふりかえりの会実施～みんなで見つけたよりそいのヒント～ 

 

トピックス 

西岡会長のあいさつでは、白十字ホームと地域の小

学校との授業を通じた交流活動の話で「地域の方た

ちが主役になるような支えになることが大切」とい

った言葉がありました。活動が四半世紀も続いてき

たのは PTAをはじめとする地域の方が必要だと感じ

たことに手を添えることにあると思えました。 
 

実施報告では 3 名の方からお話しいただきまし

た。中でも、千歳敬心苑では、民生委員の協力の

もと、認知症介護にかかわる家族などを招き、特

養への見学や車いす体験を実施しました。地域で

関心がありそうな方に向けて知る機会をつくるこ

とで特養のイメージが変わることを実感し、今後

も定期的に続けたいと語っていました。 
 
 

 グループワークでは①「各施設で今後すすめたいこと」②「キャンペーンについて気づいた点」を話し合い

ました。①について、「地域住民との日常的な関わりづくり」「施設内で活動の浸透さ」「無理なく継続できる

取組み」「活動の軸となる人の育成」など、②について、「キャンペーンの周知不足」「参加施設同士の見学会

の開催」「障害・保育・母子など他分野の施設との共催」などの意見があがりました。他施設とつながること

で普段からの行っている取組みや地域住民とのかかわりに生かせるヒントになったかと思います。 
 

事務局では、今回の様子を踏まえながら、今年度の都内の取り組みをまとめ報告書の作成、そして次年度の

キャンペーンにむけて準備していく予定です。 
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